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気
候
変
動
問
題
は
、
本
年
は
Ｇ
８
北
海
道
洞
爺

湖
サ
ミ
ッ
ト
で
主
要
議
題
と
な
る
予
定
で
あ
る
ほ

か
、
国
連
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
も
２
０
１
３
年
以

降
の
ポ
ス
ト
京
都
枠
組
み
を
め
ぐ
る
議
論
が
本
格

的
に
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
米
国
主
導
に
よ
り
昨

年
９
月
に
第
１
回
会
合
が
開
催
さ
れ
た
「
主
要
経

済
国
会
合
」
で
は
、
国
連
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
議

論
を
加
速
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
取
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
　
日
本
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

こ
の
よ
う
に
気
候
変
動
問
題
を
め
ぐ
る
議
論
が

高
ま
り
を
見
せ
る
中
、
我
が
国
は
、
国
際
的
な
議

論
に
お
い
て
積
極
的
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮

し
て
い
ま
す
。

昨
年
５
月
に
は
、「
美
し
い
星
へ
の
い
ざ
な
い

『Invitation
to
C
ool
Earth

50

』」
と
題
す
る
気

候
変
動
問
題
に
つ
い
て
の
新
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
２
０
１
３
年
以
降
の
温
暖
化
対
策
の

具
体
的
枠
組
み
を
設
計
す
る
た
め
の
３
原
則
と
し

て
、（
１
）
主
要
排
出
国
が
す
べ
て
参
加
し
、
京
都

議
定
書
を
超
え
、
世
界
全
体
で
の
排
出
削
減
に
つ

な
が
る
こ
と
、（
２
）
各
国
の
事
情
に
配
慮
し
た
柔

軟
か
つ
多
様
性
の
あ
る
枠
組
み
と
す
る
こ
と
、（
３
）

省
エ
ネ
な
ど
の
技
術
を
活
か
し
、
環
境
保
全
と
経

済
発
展
と
を
両
立
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
と
と
も

に
、「
世
界
全
体
の
排
出
量
を
現
状
か
ら
２
０
５
０

年
ま
で
に
半
減
」
と
い
う
長
期
目
標
を
世
界
共
通

目
標
と
し
て
提
案
し
ま
し
た
。
こ
の
長
期
目
標
は
、

そ
の
後
、
６
月
に
開
催
さ
れ
た
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
リ

ゲ
ン
ダ
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
の
首
脳
宣
言
「
世
界
経
済

に
お
け
る
成
長
と
責
任
」
に
も
反
映
さ
れ
ま
し
た

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
増
大
と
大
気
汚
染
の
悪
化
が
大

き
く
懸
念
さ
れ
る
中
で
、
昨
年
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
13

（C
onference

ofthe
Parties ：

気
候
変
動
枠
組
条
約

締
約
国
会
議
）や
Ｃ
Ｏ
Ｐ
／
Ｍ
Ｏ
Ｐ
３（C

onference

of
the
Parties

serving
as
the
M
eeting

of
the

Parties
to
the
K
yoto
Protocol ：

京
都
議
定
書
締
約

国
会
議
）に
加
え
、
６
月
の
Ｇ
８
ハ
イ
リ
ゲ
ン
ダ
ム
・

サ
ミ
ッ
ト
、
９
月
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
、11
月
の

東
ア
ジ
ア
首
脳
会
議
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
多
国
間
枠

組
み
に
お
い
て
気
候
変
動
問
題
へ
の
対
策
の
強
化
に

係
る
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（「
我
々
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
地
球
規
模
で
の
排

出
を
少
な
く
と
も
半
減
さ
せ
る
こ
と
を
含
む
、
Ｅ

Ｕ
、
カ
ナ
ダ
お
よ
び
日
本
に
よ
る
決
定
を
真
剣
に

検
討
す
る
。
我
々
は
、
こ
れ
ら
の
目
標
の
達
成
に

コ
ミ
ッ
ト
し
、
主
要
新
興
経
済
国
に
対
し
て
、
こ

の
試
み
に
参
加
す
る
よ
う
求
め
る
」
と
の
記
述
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
）。

ま
た
、
本
年
１
月
に
開
催
さ
れ
た
「
世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
年
次
総
会
（
通
称
「
ダ
ボ
ス
会
議
」）」

で
は
、
福
田
内
閣
総
理
大
臣
が
特
別
講
演
を
行
い
、

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
、
気
候
変
動
問

題
へ
の
取
組
み
の
道
筋
を
示
し
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
国
別
総
量
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
に
初
め

て
言
及
す
る
と
と
も
に
、
世
界
で
共
有
す
べ
き
目

標
と
し
て
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
を
30
％
改
善
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
し
、
１
０
０

億
ド
ル
の
途
上
国
支
援
（
ク
ー
ル
ア
ー
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
）
を
発
表
す
る
な
ど
、
我
が
国
の
決

意
を
示
し
ま
し
た
。

２
　
交
通
分
野
に
お
け
る
国
際
的
議
論

交
通
分
野
に
お
い
て
も
、
気
候
変
動
問
題
に
関
す

る
議
論
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。
各
国
の
交
通
大
臣

に
加
え
て
、
著
名
な
有
識
者
・
経
済
人
を
交
え
、
交

通
政
策
に
関
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
か
つ
自
由
な
意
見
交

換
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
会
合
で
あ
る
Ｉ
Ｔ

Ｆ（InternationalTransportForum ：

国
際
交
通
フ

ォ
ー
ラ
ム
）で
は
、
２
０
０
８
年
の
会
合
の
テ
ー
マ
と

し
て「
交
通
と
エ
ネ
ル
ギ
ー：

気
候
変
動
へ
の
挑
戦
」

を
と
り
あ
げ
、
議
論
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
国
際
海
事
機
関（
Ｉ
Ｍ
Ｏ：

International

M
aritim

e
O
rganization

）や
国
際
民
間
航
空
機
関

（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ：

International
C
ivil
A
viation

O
rganization

）な
ど
、
モ
ー
ド
ご
と
の
専
門
国
際
機

関
に
お
い
て
も
、
船
舶
や
航
空
機
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
の

排
出
削
減
に
向
け
て
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
交
通
分
野
に
お
け
る
気
候
変
動
問
題
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
的

枠
組
み
に
お
い
て
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
し
か
し
、
交
通
分
野
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
が

地
球
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
大
き
さ
に
鑑
み
る
と
、

そ
の
取
組
み
は
い
ま
だ
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

世
界
全
体
に
お
け
る
部
門
別
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
割

合
に
係
る
Ｉ
Ｅ
Ａ
（International

Energy

A
gency：

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
）の
デ
ー
タ
に
よ

る
と
、
交
通
分
野
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
、
世
界

全
体
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
約
２
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
最
も
多
く
の
割
合
を
占
め
る「
発
電
」の
約

４
割
に
続
い
て
大
き
な
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
交
通
分
野
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
対
策
は
、

他
分
野
と
比
較
し
て
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
／
Ｍ
Ｏ
Ｐ
や
Ａ
Ｐ
Ｐ

（A
sia-Pacific

Partnership
on
C
lean
D
evelopm

ent

and
C
lim
ate：

ク
リ
ー
ン
開
発
と
気
候
に
関
す
る

ア
ジ
ア
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）な
ど
の
国
際

機
関
な
ど
に
お
け
る
取
組
み
が
進
ん
で
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。

ま
た
、

中
国
、
イ
ン
ド
、
一
部
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地

域
に
お
い
て
は
、
今
後
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進

展
な
ど
に
よ
り
、
交
通
分
野
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

の
急
増
と
交
通
を
原
因
と
す
る
大
気
汚
染
が
さ
ら

に
深
刻
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

気
候
変
動
問
題
を
め
ぐ
る
国
際
社
会
の
動
き

交
通
分
野
の
現
状

気候変動問題への
日本のイニシアティブ
―「交通分野における地球環境・エネルギー

に関する大臣会合」に向けて―

気候変動問題への
日本のイニシアティブ
―「交通分野における地球環境・エネルギー

に関する大臣会合」に向けて―

総合政策局　国際交通政策室
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こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
我
が
国
は
、
交
通
分

野
に
お
け
る
環
境
・エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
係
る
国
際
連

携
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
、本
年
10
月
に
、
中
国
、

イ
ン
ド
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、Ｇ
８
な
ど
の
主
要
国
お
よ
び

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ（U

nited
N
ations

Fram
ew
ork

C
onvention

on
C
lim
ate
C
hange：

気
候
変
動
枠

組
条
約
）事
務
局
、Ｉ
Ｍ
Ｏ
、Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
な
ど
の
主
要

国
際
機
関
な
ど
を
招
い
て
、「
交
通
分
野
に
お
け

る
地
球
環
境
・エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
大
臣
会
合（
Ｍ

Ｅ
Ｅ
Ｔ：

M
inisterial

C
onference

on
G
lobal

E
nvironm

ent
and

E
nergy

in
T
ransport

）」

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

本
大
臣
会
合
で
は
、
国
内
交
通
、
国
際
航
空
、

国
際
海
運
の
各
分
野
に
お
け
る
政
策
の
方
向
性
を

と
り
ま
と
め
た
大
臣
宣
言
・
声
明
を
発
出
す
る
予

定
で
、
具
体
的
に
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
や
大
気
汚

染
の
削
減
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
改
善
な
ど

に
係
る
さ
ま
ざ
ま
な
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
共

有
、
新
し
い
技
術
・
方
策
の
促
進
、
キ
ャ
パ
シ
テ

ィ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
強
化
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
を
は

じ
め
と
す
る
関
連
国
際
機
関
に
お
け
る
取
組
み
の

強
化
な
ど
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

効
果
的
・
効
率
的
な
政
策
を
Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
大
臣
宣

言
・
声
明
と
し
て
と
り
ま
と
め
、
国
際
機
関
へ
の

提
言
な
ど
に
よ
り
政
策
の
具
体
化
を
促
進
す
る
こ

と
で
、
ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
に
お
け
る
交
通
分
野
の

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

特集■環境にやさしい交通に向けての国際連携～日本からの発信！～

「
交
通
分
野
に
お
け
る
地
球
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
大
臣
会
合
」
の
開
催

※
Ａ
Ｐ
Ｐ
（A

sia-P
acific

P
artnership

o
n

C
lean

D
evelo

p
m
ent
and

C
lim
ate：

ク
リ

ー
ン
開
発
と
気
候
に
関
す
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）

Ａ
Ｐ
Ｐ
は
、
増
大
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
、
気
候
変
動
問
題
へ
対

処
す
る
た
め
、
日
本
、
豪
州
、
中
国
、
イ
ン
ド
、

韓
国
、
米
国
の
６
カ
国
に
よ
り
２
０
０
５
年
７

月
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
地
域
協
力
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
で
、
京
都
議
定
書
を
補
完
す
る
も
の

と
し
て
、
ク
リ
ー
ン
で
効
率
的
な
技
術
の
開

発
・
普
及
・
移
転
の
地
域
協
力
を
進
め
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

参
加
国
６
カ
国
は
、
全
世
界
の
経
済
、
人
口
、

お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
約
半
分
を
占
め
、

全
世
界
の
石
炭
の
約
65
％
、
鉄
鋼
の
約
58
％
、

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
約
37
％
、
セ
メ
ン
ト
の
約

61
％
を
生
産
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
球
規
模

で
み
て
も
大
き
な
影
響
が
あ
る
取
組
み
と
言
え

ま
す
。

Ａ
Ｐ
Ｐ
に
は
、「
よ
り
ク
リ
ー
ン
な
化
石
エ
ネ

ル
ギ
ー
」「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
分
散
型
電

源
」「
発
電
及
び
送
電
」「
鉄
鋼
」「
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
」「
セ
メ
ン
ト
」「
石
炭
鉱
業
」「
建
物
及
び
電
気

機
器
」
の
８
つ
の
分
野
別
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
が
設

立
さ
れ
て
お
り
、
２
０
０
６
年
10
月
に
韓
国
の

済
州
島
で
開
催
さ
れ
た
政
策
実
施
委
員
会
で
は
、

Ａ
Ｐ
Ｐ
の
活
動
全
般
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論

さ
れ
、
８
つ
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。


